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平成３０年度 第１回松島町総合教育会議録 

 

招集月日  平成30年8月6日（月曜日） 
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 出 席 者  松 島 町 長   櫻 井 公 一 

       教 育 長   内 海 俊 行 

       教 育 長 職 務 代 理 者   瀨野尾 千 惠 

       委 員   鈴 木 康 夫 

       委 員   佐 藤   実 

       委 員   赤 間 里 香 

 

 

 事 務 局  教 育 次 長   三 浦   敏 

       教 育 課 長   赤 間 隆 之 

       教 育 課 学 校 教 育 班 長   大宮司   綾 

       教育課学校教育班主査   佐 藤 弘 也 

       総 務 課 長   千 葉 繁 雄 

       総 務 課 総 務 管 理 班 長   櫻 井 和 也 

       総務課総務管理班主査   大久保 哲 也 

 

 

会議日程 

１．開会  平成30月8月6日（月曜日）午前10時00分 開会 （録音開始） 

２．挨拶 

３．議題 

  （１） 松島町における英語教育の取組みについて（英語教育が楽しい町へ） 

４．閉会               午前11時18分 閉会 （録音終了） 
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１．開会 

 

○櫻井班長 

 定刻前ではございますが、ただいまから松島町総合教育会議を開会いたします。 

 まず初めに、櫻井町長よりご挨拶を申し上げます。 

 

 

２．挨拶 

 

○櫻井町長 

 改めまして皆さんおはようございます。 

大変皆さんお忙しい中、週の初めというのにご参集していただきまして、ありがとうございま

した。そして、足元の悪い中、本当にありがとうございます。 

 本日は松島町総合教育会議の中で、教育委員会の皆様には日ごろからの教育行政に対しての

今日話題ということで、松島町がこれから取り上げようとしている話題についてご審議を賜り

たいというふうに思っております。 

 本日の議題でありますけれども、松島町における英語教育の取り組みについてということで、

楽しい英語ということで、そして楽しい英語で松島町が、ひとつ子供たちがまた一段とパワー

アップできるようにということであります。 

 今日は皆様方から忌憚のないご意見をいただいて実りある教育総合会議にしていきたいと、

このように思いますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 本日は最後までよろしくお願いいたします。 

 

 

３．議題 

 

（１）松島町における英語教育の取組みについて（英語教育が楽しい町へ） 

○櫻井班長 

 それでは、これより議題のほうの進行は内海教育長お願いします。 

○内海教育長 

 それでは、私のほうで進行させていただきます。 

 大体、お話する時間は1時間半弱程度と考えておりますので、よろしくお願いします。 

 資料は4つ用意しました。ゼロからお話するのでは大変かと思いまして、この資料を基にあ

とご意見をいただきながら話を進めていきたいと思います。 

 資料4枚について、教育委員会の教育次長の三浦のほうからポイントを押さえながら説明さ

せていただきますので、既にわたっていると思いますので、ご覧になりながら聞いていただけ

ればと思います。 

 それでは、よろしくお願いします。 

○三浦教育次長 
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 よろしくお願いいたします。 

 では、私のほうからは、資料に基づきまして、英語の改革等も含めまして簡単にご説明申し

上げます。 

 まず資料の1でございますが、カラーの横刷りになっております。これは文部科学省の教育

課程部会という部会で平成29年11月に出された資料でございます。これは平成33年度から新し

い学習指導要領で小学校もスタートします。これからの大学までを見据えた英語教育をどうし

ようかというビジョンが示されています。 

 御存じのように、英語教育がなぜこの改革になったのかということをちょっと簡単に申し上

げます。 

 急速なグローバル化の進展でやはり異文化理解、今異文化のコミュニケーションが必要とな

ってくるということが言われています。東京オリンピック・パラリンピックが2020年にあるわ

けなんですが、今学校で学んでいる児童生徒が卒業後、社会で活躍する時代、文科省では2050

年というような言い方もしているようですが、2050年ころには、いわゆる今の小学生が社会の

中で活躍する年代のころには日本はもう多文化、多言語、多民族が協調するあるいは共存する

環境の中でいるんだろうと。だからこそグローバル化が進展する今、将来を見据えた英語教育

というのが重要になってきているということから、今回の改訂が行われています。 

 資料をご覧ください。左側が現状、そして右側の大きくとっている部分が新たな外国語教育

ということにしております。 

 小学校につきましては、5、6年生の活動型の外国語活動ということでしたが、新学習指導要

領では3、4年生に新たに活動型として、これまでの5、6年生で教えていたもの。そして5、6年

生は教科型ということで、読むこと、書くことを加えるという中身になっています。 

 今回は学習指導要領では一番上に、1行目のところに、何ができるようになるかという観点

が示されています。例えば小学校では、話すことは、具体的に申し上げます。例えば、自分や

相手のこと及び身の回りのものに関する事柄について、簡単な語句や基本的な表現を用いてそ

の場で質問をしたり、質問に答えたりして伝え合うことができるようにするというようなもの

を目標としております。つまり、小学生でもある程度のコミュニケーション力をつけるという

目標が示されています。それに伴って語彙力、右側にありますように小学校では600から700語

程度の単語も身につけましょうと、できることとして入れましょうという画期的な内容になっ

ています。 

 中学校につきましては、字数が変わらない、これまで週4時間、各学年週4時間で変わらない

んですけれども、変わらない中で、左側の現行1200程度の言葉はもう1600から1800というふう

に大きくなります。あるいはやはり対話的な活動を重視だということで、より話す力が重要に

なってきているということです。中学生では、具体的に話すことのやりとり、もう社会的な話

題に関して、聞いたり読んだりしたことについてもう自分の考えたことや感じたこと、そして

理由を含めて、簡単な語句や文を用いて述べ合うことができるようになるというような目標を

掲げています。高いレベルでやりとりができるようにするという目標を掲げています。 

 今、左側に戻りますと、現状、英検という指標がございますが、英語検定、中学校では3級

程度というのが目標として示されています。ただ現状として、国では36.1％と、目標は50％な

んですが。宮城県はさらに低くなっています。その中で、県教委の教育長もとにかく目標を、

50％にしたいんだという目標を掲げております。そのような、高校では英検準2級程度という
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目標を掲げているということです。これは国際基準、ＣＥＦＲというものに基づいて設定をし

ているところになります。 

 2ページ目のものは、現在の英語検定の各級になっています。1番の中学1年生とかは今まで

初めて受けていたのが英検5級と、卒業するまでに3級をとりましょうということです。中学校

なんかでは、年間2回英検を実施しておりますが、去年は3級が13名合格で、あと準2級が1名合

格、あと高校卒業程度、2級も1名合格しております。年間の合格者はそのようになっていると

いうことで、優秀な生徒もおります。 

 資料に戻りますと、大学中級程度というものが準2級というようなものということです。英

検が、英語検定はです。そのほか、御存じかと思いますが、ＴＯＥＩＣみたいな英語検定もご

ざいます。 

 資料の2をご覧ください。 

 これは、本年度の各行政区の懇談会でも使わせていただいたものです。現在の外国語指導助

手、平成29年度から2名体制にして手厚く指導しているということで、地域の方々、区長さん

等にご説明を申し上げたものです。現在は、ブライアン先生が中学校をほぼ中心的にやってい

ます。あと、マーティン先生が小学校の3校に行って外国語活動の指導助手をしているという

ようなところです。 

 現在移行期間、左側にありますとおり、32年度完全実施でございますので、今年と来年につ

きましては移行期間ということで、時数は少し抑えられております。ですから、32年度完全実

施になった後はマーティン先生の時数もちょっと増えてくるのかということになります。 

 あと、現在なお県の非常勤講師、週12時間、県から配置をいただいております。これは県内

でも30人しか配置されていないということで、なかなか県内でも人は多くないということで、

今年配置されていますが、来年度以降も確実に配置されるかどうかというのはまだ不透明とい

うところがございます。ちなみに、県の非常勤講師は瀨野尾先生になっていただいているとい

うことでございます。週12時間、一小と二小ということでございます。 

 資料の3ページでございます。 

 これは、今現在教育委員会で考えているものということでの素案というふうにとっていただ

ければというふうに思います。 

 1番は、教科化に向けた取り組みということで、既に現在子供の、幼児、3歳児あるいは保育

所にも行っているわけなんですが、幼児から中学校3年生まで切れ目なくＡＬＴなんかとかか

わりを持ちながら英語遊び、あるいは英語活動ということでかかわっていくと。現在は教育課

程にはない小学校の1、2年生についても年間数回指導場面というか、英語に触れる場面をもっ

ているところです。なお、幼稚園だけではなくて保育所にもＡＬＴが行って活動をしておりま

す。 

 成果としては、幼稚園の子供たちも自然に英語の単語が出ていると、何かご飯を食べながら

「Ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ……」というような疑問詞を出したりとかしているということを聞

いております。 

 2番については、先ほど申し上げたとおりでございます。 

 3番について、これからどのようなことが考えられるかということで、近隣の市町村等でも

実践されているような中身もありますが、例えば夏休みの英語漬けのキャンプ、例えば宿泊を

伴ってというもの、あるいは放課後の時間に英語に触れる時間を設けたり、あるいは現在行っ
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ている子供英語ガイドというものとの連携をさらに深くしたり、あるいは昨年度も話題になり

ましたけれども、コミュニティースクール等も活用しながら、町内の英語の力をお持ちの方に

協力をいただいて子供たちのためにボランティアなどを公募しながら活用させていただくよう

な形。あとは、教員の指導力というのも、やはり小学校の教諭、特に本町においては英語の免

許を持っている教諭は2人しかいません。ただ、2級免許だったりします。あと、持っているの

は校長、教頭だったりしますので、まだまだ不足しているというところが課題としては上げら

れます。 

 町としての願いとしては、観光の町でもあるという切り口が大きいのかと思いますし、先ほ

ど申し上げたグローバル化に対応した子供たち、将来を生き抜く子供たちを育てるためにも英

語の力をつけてあげたいという思いがありまして、今回その話題とさせていただきました。よ

ろしくお願いいたします。 

○内海教育長 

 ありがとうございます。 

 一通りお話してもらいました。 

 ひとつ資料1のほうご覧になって、今までとまったく違う一つの事実として、右側の端に、

小学校では600から700程度の単語を覚えましょうとなっております。これは驚くべき数字でも

あります。今まで小学校でなんて英語なんか触れたことのない子供たちがこれからは600から

700、何らかの形で覚えていくというようなことになっていくということで、ちょっと付け足

させていただきました。 

 一通り、資料の1から3まで次長のほうから説明ありました。 

 まずは資料を見て疑問に思ったこと等あれば挙手してお話ししていただければと思います。

佐藤委員、お願いします。 

○佐藤委員 

 英語の免許証を持っている方が2人というのがありました。それ、小中で2人という……。

（「いや、小学校」の声あり）小学校が2人っていう意味ですか。（「はい」の声あり） 

 あともう一点、今次長からお話を、外国語教育のイメージが示されたわけでありますが、報

道でもいろいろとその課題は何ですかっていうときに取り上げられているわけでありますが、

教育委員会としては、課題をいくつか挙げるとすると、どんなことが特に課題だというふうに

捉えているようであるのかご質問します。 

○内海教育長 

 次長。 

○三浦教育次長 

 課題としてはさまざまあるんですが、人的なものとして挙げれば、完全実施の平成32年度以

降を考えますと、これから時数が倍増するということで、現在の体制でもちょうどギリギリや

っているわけなんですが、幼稚園、保育所等へもＡＬＴを派遣するということがちょっと難し

くなるのかというようなところで、小学校の時数がふえるものですから、そちらにＡＬＴを回

すということがちょっと難しくなってくるということで、一つは人的なもの。あるいは県の非

常勤講師の、必ず配当されるかどうかという、配置されるかどうかというのがちょっと不安定

だと、人的な課題が一つでございます。 

 もう一点は、先ほど申し上げた教員の力量向上という、やはり苦手意識が小学校の先生には
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確かにあります。あとは、多忙化にちょっと拍車をかけてしまう部分もあって、やはり英語の

専科の先生を常勤で入れられればいいかというふうな思いはあるわけなんですが、そこら辺が

課題なのかと思います。まだまだ教員の研修が追い付いていないというところは課題なのかと

思います。 

 あとは、本町におきましても、中学校なんかでも標準学力検査等をしているわけなんですけ

れども、これは英語だけではなくて全ての強化において学力を、指導力を向上した上で学力向

上をしていかなければならないという課題はやはりあるのかと。それは英語だけではなくてと

いうことで認識はしているところでございます。 

○内海教育長 

 よろしいですか。（「ありがとうございます」の声あり） 

 人的なものとか、あと免許を有した優秀な教員の人事的な配置ということも課題の一つにな

っていますという話でございます。 

 鈴木委員、お願いします。 

○鈴木委員 

 32年度から、全国的にこれは取り組むあれなんですけれども、本町が取り組む上でちょっと

いろいろ今課題は伺ったんですが、他市町村も全部同じような対応を迫られていると思うんで

すが、調べられる、特筆すべき取り組みとか何かやっておられるところがあったならば、そこ

との違いとかちょっと教えてもらえるといいかと思います。 

○内海教育長 

 三浦次長、お願いします。 

○三浦教育次長 

 これなんですが、河北新報にもつい先月紹介された中身をちょっと引用させていただきます

と、近いところで七ヶ浜町は教育施策としてグローカルプロジェクトという、いわゆるグロー

バルとローカルを掛け合わせた造語ということで、3つの小学校で、小学校で特に英語コミュ

ニケーションという文科省の特例校の指定を受けて実施しているということで、ＡＬＴの活用、

あるいは夏休みに国際村で宿泊を伴った英語キャンプなんかの展開をしているというところで

す。 

 あとは、県内では蔵王町がざおう英語活動という、これも独自の教育活動をしております。

英語の専科の教員を町で配置して、あるいはＡＬＴも増員しながら取り組んでいるということ

です。今度オリンピック・パラリンピックに向けて、パラオのホストタウンであるということ

で、そういう受け入れも含めながらということで取り組んでいるようです。 

 あと、白石市については、白石高校という地元の県立高校と連携しながら英語力の向上とい

うことで取り組んでいると。相互の授業改善の研修会とか、あと授業参観を実施しているとい

うような取り組みもあります。 

 あと、新聞記事には載っていなかったんですが、色麻町なんかでも独自の英語教育、もう教

育課程が始まる前から小学生に英語授業を取り入れるということをやっています。 

 あとは、やはりなかなか今移行期間、今年と来年移行機関なんですが、指導に苦慮している

という市町村の声もよく聞くところです。先ほど30人の英語専科が県で配置されたといいます

が、配置されていない自治体にとっては、担任が文科省に配付された資料やＤＶＤなんかで指

導しているわけなんですが、何かこう苦慮しているという話も伝え聞いています。 
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○内海教育長 

 鈴木委員、よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

 七ヶ浜については、ちょっと補足させていただきますけれども、文科省の特区という認定を

受けまして、今までのカリキュラムと従来のカリキュラムを超えた中での英語教育が可能なの

で、普通の町立学校とはまた違うやり方だというふうになってきます。蔵王町、白石、色麻、

今説明した、ここら辺は普通の町立学校でやれる範囲なんではないかという気がいたします。 

 それから、三浦次長からもお話があったように、県の非常勤講師、これがいただいている。

それから、この町にはＡＬＴが2名いるということで、他市町村以上に人的な配置、別な意味

で、先ほど出たやつとちょっと違うんですが、人的な配置は優遇されているということになっ

ています。（「併せていいですか」の声あり）はい、じゃあお願いします。 

○鈴木委員 

 そうすると、今からの本町での取り組みですが、ＡＬＴそれから県の瀨野尾先生、非常勤の

方ということで力をつけていくという施策を積極的に取り組んでいきたいということですか。 

 例えば、独自の何か予算的なもの、地域でということを想定されているのか。それとも従来、

今やっている取り組みを確実に、効果的に上げていくというようなことをご計画になっている

のか、その今の計画をちょっと、今までの延長線なのか、そこのところをちょっと。 

○内海教育長 

 それでは、先ほどのやつも踏まえながら、次長のほうから説明してください。 

○三浦教育次長 

先ほどご説明した中にもあったんですが、平成32年度から、例えば小学校でいいますと全部3

年生から6年生までのトータルの時間を合計しますと、週に24時間になります。現在は週15時

間というところで、瀨野尾先生には週12時間ご協力をいただいているところなんですが、ほぼ

カバーできているところなんですけれども、週24時間ということになりますので、ＡＬＴも1

週間に29コマしかないということで、24コマということが非常にちょっと過酷であるというよ

うな、事前の準備あるいは教員との打ち合わせというのが足りなくなってくるわけなんです。

ですから、1人で賄うのがちょっと厳しいだろうというところで、そこら辺の人的配置につい

てはこれからちょっと考えながらということになるのかと思います。人が多いには越したこと

はないわけなんですけれども、そこの人的な配置についてはやはり検討課題なのかというふう

に一つ思っております。現在の移行期間でも取り組んでいることを持続するためにも、もう既

に完全実施では人が足りなくなるということですので、そこは一つ大きなところであります。 

 それを土台にしながら、先ほど一番最後の資料3で申し上げた、こういう人的なものが配慮

できれば、先ほど申し上げた枠組みのところで、赤い枠の3番のところですか、こういうこと

も展開できていくのかというところは考えております。 

 もちろん幼児教育等の英語教育というのもこれまでやっていましたけれども、英語が小学校

で完全実施になりましたからもう人が行けませんので、幼稚園さんと保育所さんはもう全くゼ

ロになりますというのも、これまで進めてきた流れを切ってしまうところがあるので、そこは

ちょっと避けたいというふうに、今後も何か考えていきたいと思います。 

○内海教育長 

 鈴木先生、よろしいですか。 

○鈴木委員 
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 これ結構大変ですよね。そして効果的な成果を上げていきたい、上げていかなきゃならない。

そうすると、やはり具体的な戦略を作らなくてはならないですよね。そこのところを取り組ま

なければならないですよね。 

○三浦教育次長 

 そうですね。人を増やせばそれで終わりというわけではないので、町が人を増やした上で何

に取り組むか、どう取り組むかというのが重要になります。 

○内海教育長 

 もちろん、そして人を増やせば結果を伴わなければならないので、結果が費用対効果ってい

う形で、やはり子供たちが伸びた、変わったっていうような形に落としていかないと、付けて

もらうだけではこれは話にならないので。 

○鈴木委員 

 これって私いつも常日頃思うんですけれども、こういうのって効果って何で見るかっていう

と、取り組む以上こういうふうに目標、さっきのＴＯＥＩＣとか英検のやつあったんですけれ

ども、やはり目標というのも欲しいし、そうじゃないと評価のしようがないし。あるいは、夢

を言えばきりがないんです。例えば、私思うんだけれども、 

 本当は、ちょっと極論なんですけれども、先ほど2つ、グローバルと観光とおっしゃった。

もう一つは国がやっている。グローバル、観光、観光だったら私中国語をやれと。すごい、今

中国語をやっているところがあって、中国語と英語でって、小中。真剣に、ちょっと本当に効

果的な、どういうところに向かっていくか。さっき七ヶ浜は特区だっておっしゃった。七ヶ浜

すばらしいですね、先見の明があるんですかね。取り組みが活発ですよね。やはり何か目標を

しっかり掲げて、やはり絶対グローバルと、やはり観光客、今からいろいろな方、そこをしっ

かりと対応していくにはどうしたらいいかということをベースに、そこで教育ってどうあるべ

きか。戦略的にやはりロードマップも作りながら、毎年そのロードマップを変えていくという

ような取り組みがあってもいいような気がしてならないという感想です。 

○内海教育長 

 ありがとうございます。大変ありがたい示唆をいただき、学びのロードマップとか戦略的に

どうしていくか、結果をどう捉えていくか。表情が変わったとかそんな感じではなくて、数値

的なやつということで、それをこれから考えていきたいです。 

 ほかにございませんか。瀨野尾先生、お願いします。 

○瀨野尾委員 

 よろしいですか。 

 実は4月から学校のほうに入りまして、それまでも中学校では放課後学習支援等で子供たち

の英語の力っていうのを大体肌では感じてきたんですが、学校に入りましていろいろなことを、

具体的にメリットやデメリット、これから考えていかなければならないことを肌で感じており

ます。 

 松島でＡＬＴを2人採用しているということで、幼稚園とか低学年の子供たちが外国人に接

したときに、私たちは子供のころとてもほかの人種のようで全然声もかけられない、むしろ逃

げたり遠巻きにしたりしていたんですが、本当に腕につかまったりいろいろして遊びますよね。

ああいうところはやはり効果としてあるんだろうと思います。 

 それから、あと中学年ですが、今年から、私3年からかかわっているんですが、3、4年生は
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もうどこで会っても「瀨野尾先生だ、Ｈｏｗ ａｒｅ ｙｏｕ？」とかっていう感じなんです。

私を見ると「Ｈｏｗ ａｒｅ ｙｏｕ？」って聞く、そんな感じで、中学年の子は英語という

ものを楽しんでいるんだということを感じます。ただ、高学年になると苦手意識が出てくるん

です。そこら辺のところが今回の教育課程の、32年度から完全実施で出ている、読むこと、書

くことが新たに入ってきた原因なんだと思うんです。中学校へ行って、特別、特に書いたり読

んだりするときになると、たとえば「ｏｐｅｎ」という単語があったときに、「オープン」と

読めないんです、やはり。Ａ、Ｂ、Ｃというアルファベットは一つ一つ読めたとしても、例え

ば「ａｐｐｌｅ」にしても、英語の文字と発音の文字とがどうしても一致しなくて、ものすご

く読むのに1年生の子は難儀しているんです。それがまず教科書から離れる一つの原因なんだ

と。そういう意味では、今度の新学習指導要領ではそこを埋めるカリキュラムが入っておりま

すので、いろいろ今までの課題を捉えて作られているんだということを感じております。 

 先ほどの鈴木先生と次長との話につなげていきますと、そういう意味で、今松島で使ってい

る教育課程は、私もそうですが、突然のことでしたので、指導書をもっぱら頼って始めました。

でも、この夏休みに入って、もう一度学習指導要領に、本当にそういうことを必要としている

のか点検したんです。読んで合わせますと、やはり学習指導要領は少し先行して、またはこち

らの受け止めかもしれませんが、先行している部分があると。普段の授業ではここまで要求し

なくて良かったんだっていうことを感じています。そういう意味でもう一度、もう一度という

よりも、松島が本当に英語に力を入れるんでしたら、幼稚園からのカリキュラムを、やはり大

雑把じゃなく、一つの1学年においても、前半の目標はここまで、後半はここまでっていうシ

ラバスをずっとこう作って、それに沿って指導していかなければならないとなれば、まずこの

移行期間に実施に当たってのそれを作るという作業があると思うんです。 

 そこのところを現状で今どのぐらいできるかといいますと、せっかく中学の英語の鈴木先生

が小中とのスムーズな連携をできればしたいという意向があると聞いていたんですが、この間

私がほかのことで仙台に出張したときだったので見られなかったんですが、小学校で4年生を

使って授業をしたときに、全く指導書ともかけ離れたところをしたものですから、先生あれは

今4年生であの教科書は使っていないし、あそこのところはちょっと流れとしてつながらない

んですって言いましたら、いいんです、あれはあれとして単発でしたので、やっていようとや

っていまいとあれはあれでいいんですっていう話だったので、ちょっとこれじゃまずいと思い

まして、やはり小中との話し合いが必要だと感じています。 

 小中と、本当にこれは校長以下ちゃんと理解していただいて、今6年生で私が、移行期間で

来年中学校に行って困らないようにという範囲で教えていることが、じゃあ来年中学校で、意

向として何をしようとしているのか。そのためには小学校の出口をどこにしないといけないの

か。そういう話も今のところちょっと残念ながらできていないんです。だから、今できること

といえば、今いる人の中でとにかく、完全でないといえども、見えるようなそういう段階的な

道筋を作る必要があるだろうと一つ思っております。 

 話が長くなるんですが、そういうまずところです。 

○内海教育長 

 前から松島町の教育委員会は12年教育だということで、瀨野尾先生も意識してお話していた

だいたんですが、カリキュラム、縦のカリキュラムについてご意見いただきました。そして、

小学校では何ができるのかと。できたものを中学校はきちんと受け取れるかということの話か
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と思います。 

 三浦次長、コメントを。 

○三浦教育次長 

 これまで幼稚園、保育所につきましては、特にＡＬＴに任せていたんです。我々も中身につ

いては任せていましたので、そういう小学校3年生からの外国語活動にスムーズに入るという

意味では連続性といいますか、じゃあ文科省が言っているように幼児期に何ができるんである

のかということは、町で独自に明確にして、ＡＬＴがそれに基づいて指導していくっていう、

9年間プラス幼児期の3年間の流れというのは非常に大事にしなければならないというふうに、

今お話をいただいて考えたところです。 

○内海教育長 

 また、そのほかに、ＡＬＴだけではないですよね。学校の先生方についてもです。 

○瀨野尾委員 

 そうですね。そこについて、よろしいですか。 

 国としては、小学校教諭がこれから英語のカリキュラムでも教員養成課程の中に入れて、英

語もできるようにするという方針ですよね。違うんですか。そこがどうも。いわゆる担任が英

語をやっていくようにも受け取れるし、一方では、この間の行政説明においても、来年も英語

専科は置くけれども、全国で2,000とか3,000とかって言っていました。 

 そんな中ですので、両建てでやっていく感じかもしれませんが、私の感触では、今教員の働

き方改革といわれている中で、今でさえ次の日の授業の指導計画、授業計画を立てるのに、私

の、自分の実際の経験では、3教科がせいぜいでした。明日の子供たちの授業をちゃんと準備

するには。そこへ英語が入ってきたら、これは大変だろうと思います。ですから、私はできる

ことなら専科制をとっていった方がいいと思います。 

 もし先生が、担任が自分の勉強のためにも入りたいっていうなら、どうしても小グループの

中で会話をやるときには、やはり小グループ化が必要なんです。マーティン先生やブライアン

先生とゲームをすると、教室は湧き上がるんです。わって、もういかにも楽しそうになって何

となく自己満足するんですが、じゃあ1対1で会話してみましょうっていうと、もう声が出ない

んです。あんなにみんなで「Ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ 何とか……」ってやっていたのに、じ

ゃあ言ってごらんっていうと、何だっけとかってなるんです。だから、やはり本当の意味で自

分が、「Ｄｏ ｙｏｕ ｌｉｋｅ……」にしても、使いこなすには小規模の中でみんなで何度

も何度も言い合う活動が必要なので、そこへ担任が入ってくる分には大いにいいことだと思う

んですが、指導計画とかそこの処理なども全部担任がっていうことはちょっと現実的に難しい

だろうと思いますので、先ほどの次長がお話していた人的な問題は、全面実施になったときに

はどうしても考えなければならないと思います。 

○内海教育長 

 ありがとうございます。 

 人事については私の範囲になってくるんだとは思いますけれども、専科制が、フリーで英語

の専科でやれるかどうかちょっとあと確認したいと思いますが、一つとして、今教員採用で、

英語枠で採用していると、宮城県は。ですから、英語の専門性を持った教員がこれからたくさ

ん採用される、そういう人たちを松島に迎え入れるというような形も可能なのかと。ただ、英

語を持った人が優れた教員だとは限らないんですけれども、ただ一つの方策として、学担に過
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度の負担がかからないように、英語のスペシャリストがいれば非常に楽だと思っております。 

 それから、先ほど次長が説明した中で、民間というか町民の方で英語ができる方の公募をし

ていきたいと。これはちょっと来年の、どのような対応、お金もかかるかもしれません、保険

とかそういうのは、あとはちょっと町長とやりとりしないといけないんですが、そういうよう

な形で、英語のサポーターみたいな形がいれば非常に学校としてはありがたいんじゃないかな

んて思っているところでございます。 

 ちょっと付け足させていただきました。 

 あと、赤間委員、何かございませんか。 

○赤間委員 

 一番最初に次長のほうから課題の部分のお話が合った部分で、人的な部分は今までの瀨野尾

先生だったり鈴木先生のほうからお話がありましたけれども、力量の部分、どうやって先生方

の力を上げていくのか、そういったところ。専科にしてしまえば多分そこまで必要はないんで

しょうけれども、32年度に完全実施になったときに、専科ができない、担任の先生が全部やら

なければいけないとなったときに、そこからじゃあいろいろやりましょうといっても全然間に

合わないわけですよね。 

 今指導力向上プロジェクトとかやられていらっしゃいますけれども、これを、英語に特化し

たものを今後やる予定なのか、そういったところもちょっと質問させていただきたいところは

あるんですが、今町内で2人しか英語の免許をお持ちの小学校の先生がいらっしゃらないとい

う中で、実際どの程度やっていけるのか。これから小学校の先生で英語の免許もお持ちの方を、

先ほど教育長から松島に招き入れたいというお話がありましたけれども、そういう方々に本当

に来てもらえるような町にしていかないと、多分来てくださいって言って、松島に行きたいっ

ていう、そういう先生がたくさん出るぐらいの教育の現場を作っていかないと、多分それはほ

かの市町村にとられちゃう、いい先生が松島に来ないっていうようなことを考えていかなけれ

ばいけないと思うんです。 

 そうなったときに、今教育っていったら何か学校に頼りきりという部分が多少あるかと思う

んです。特に英語になると、家庭で果たしてお父さん、お母さんたちが英語の勉強を、子供た

ちの英語の勉強を見られるかっていうと、見られないわけです。地域を挙げてというか、松島

町を挙げて本当に町民全部で英語って向かうような流れを作らないと、学校の先生にばかり負

担がかかって、子供たちは学校では英語を勉強してきますと。家に帰ってちょっとした会話を

お母さん、お父さん相手にしようと思っても、お父さん、お母さんが相手にならないといった

ら何にもならないわけです。そういったところもやはり町ぐるみというか、学校任せじゃなく

て町ぐるみで英語をどうやっていくかっていうのをぜひ考える流れを作っていただいた方がい

いのかって。どうでしょう、瀨野尾先生。（「いえ……」の声あり） 

○内海教育長 

 「ローマは一日にして成らず」ということなんで、いきなりそこは……。 

 私もそのような考えは持っているんですけれども、資料3の3に書いてありますように、英語

漬けキャンプで町民の方々に理解してもらったり、あと学び支援教室、これどうなるかわかり

ませんけれども、放課後英語教室みたいなのをやって町民の認知度を高めていったり、そうい

う形で少し松島、英語についてはちょっと、本気というとおかしいんですけれども、他市町村

と違ってやる気があるんだというようなことをだんだんわかっていただけるようにしていきた
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いと思っております。そのための、3番目は1から5、考えられる部分を挙げたところでござい

ます。議長の私が言うのもあれなんですが。 

 それで、一つ力量アップのために、小中連携した指定校というものがありますので、英語に

特化した指定を研究していくっていうような形でもっていくっていうのも可能で、それは私の

頭にも入っておりますし、そうすると瀨野尾先生がおっしゃった小学校の出口と中学校の入り

口辺りについての学力の橋渡しといいますか、そういうものもきちんとできてくるんではない

かと思っておりますが、ここら辺については、今お話があったように町民挙げてというまでは

ちょっとあれなんですけれども、今のところはそんな形で少しずつ実績を積んでいってやって

いきたいと思っているところでございます。 

 佐藤先生。 

○佐藤委員 

 今の英語教育っていうときに、英語活動というのと小学校5、6年の英語学習っていいますか、

それって分けて考えないといけないんじゃないかって思っているんです。 

 実は、英語活動というのは平成23年から各小学校に実施をしなくちゃいけないというふうに

5、6年生はなっていて、先生方は、既に英語活動の指導法というのは身に着けているというア

ンケートもできているんです、英語活動そのものは。 

 ただ、ここで問題なのは、今心配されているのは、英語の教科化っていうところの指導をど

うするんですかっていうときに、やはり小学校の先生方が不安に思っているところなんだろう

というふうに思っております。 

 実は、自分の話をするのはあれなんですが、宮城県で平成9年から平成11年まで、私塩釜二

小にいたときに、研究開発校といって、20年前にこの研究開発をしたんです。宮城県で2校で

した。小学校が気仙沼、それは小規模校で、ちょっと都市部から離れたところです。もう一つ

は都市部に近く、仙台という都市も近くて、大規模校っていう、4、5クラスだったんです。そ

こに指定校が来た。だから、小規模校と大規模校でどういうふうに英語活動がこれからできる

んですかっていう指定だったんです。それ、もう20年前からその英語活動っていうのは、文科

省から指定を受けて全国で研究されてきたんです。20年間なんです、今年でもう既に。私も3

年間これに関わりましたけれども、その英語活動というのはまさに今、今度3、4年生でやる、

小学校でずっと23年からやってきているそのものなんです。ですから、それっていうのはもう

下地があって、20年から10年間、完全にやりなさいって言われたのは23年ですから、それぐら

いの下地があるわけでして、だから先生方の腹構えの中には当然カリキュラムも全国的に、塩

釜二小のカリキュラムっていうのは全国に流れたんですけれども、そういうことで、どこでも

意外とそういうものは流布していたと。 

 問題はこの英語活動の、すなわち今までは英語活動というのはコミュニケーションの素地を

作るというわけです。ところが今度は、小学校5、6年生は基礎を作るっていうわけですよね。

この基礎を作るっていうのと、中学校でもコミュニケーションの基礎を作るっていう、この表

現がほとんど同じなんです、小学校の5、6年生と中学校は。そこのところをどうするんですか

というのが小学校の先生方の大きな悩みなんだろうって私は思っているわけです。そこに専科

の話なのか、だからこそ専科の話が出てきたのかっていうふうに思っているんですけれども。 

 ですから、今までの英語活動の蓄積があるわけでして、幼稚園から小学校3、4年までは先生

方でも、今までやってきたわけですから、あまりどうなんだろう、松島の実態は私も見ていな
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いんだけれども、しかし実際に授業をやってきたわけですから、そこは大丈夫なのかっていう

ふうに。底上げというのも大事ですけれども。ここの5、6年生をどうするか。 

 実は、私そのときに、これがそうなんですが、これは17年に私、外に一度出て二小にまた戻

ってきたものでしたから、この英語活動の調査というのをやったことがあったんです。その英

語をやった塩釜二小というところとほかの学校の差はどうなのかというところ。それで、どう

いう結果が出たかというと、テストの点数は、中学校に行って、この9年から16年まで毎年の

ように、その後は研究指定校が終わってもやっていたんです、二小は。でも、点数は全然変化

はないそうです。これ、全国の調査がそういっています。英語の点数にはかかわらない。何が

変わるか。瀨野尾先生がさっき言った、物怖じしないっていうんだ、外国人に対する。それか

ら、会話、聞くっていうのに興味をものすごく示している。それだけでも英語活動をやってこ

なかった時代の子供に対して、中学校はそういう部分はやりやすいですというふうに、中学校

の先生方は評価をしているわけです。 

 ですから、ただ今回は、さっきもありましたように課題があって、それを小学校に前倒しし

て、文字を入れたり、書く、読むというのを。私もどんな文字が入るのかっていうのを、ちょ

っと私も調べました。そしたら、すごく簡単だというところもあるようですけれども、そうい

うところが今までの英語活動をやってきた、その課題を何とか克服しようと、解決しようとい

うところで今回の英語教育があるんだということを私も勉強させていただいたわけですが。 

 もう一度結論を言うと、やはり英語活動と英語教科化のこれって、別に考えられたらどうな

のかな。そうしないと課題に向けて解決していかないのかということを感じているということ

です。 

○内海教育長 

 ありがとうございます。 

 瀨野尾先生、お願いします。 

○瀨野尾委員 

 今の件、よろしいでしょうか。 

 英語活動は大体の学校が担任の先生1人で対応するのではなくて、県とかからＡＬＴを派遣

されて、年間に何回か派遣されて、大体ＡＬＴの先生が入っての活動ですよね。だから、担任

だけが学習する英語活動ってあまりされていなかったんじゃないかと思うんです。 

 それで、佐藤委員が今おっしゃったとおり、子供たちが外国の人に対して物怖じしなくなっ

たという、そこだけでも随分違うと思うんですが、今の活動から学習になったときに、ＡＬＴ

のマーティン先生と私は今組んでやっていますけれども、僕はそこは全くタッチしていなかっ

たんだと、いつも活動として、ゲームとして楽しくじゃんけんをして、あっちだこっちだって

移動してやっているので、そこへ例えばアルファベットを、書き方は決まっていないけれども

一応こういうように書くっていう指導をすると、そこのところになると本当に申しわけなさそ

うに、まったくそこはやっていないんですっていう話なんです。 

 それで、教科等を、そこで私は一つの提案は、もうひとつ、ＡＬＴの先生をどう使うかって

いうのをもう一度、町としての契約はあると思うんですけれども、私はもったいないと思うん

です。私がいつも指導案を作って、この時間の目標はこうですっていうことをマーティン先生

に、日本語でもわかると思うんですが、一応英語で全部お知らせするんです。そして、マーテ

ィン先生ここの目標を達成するためにここに何か面白い活動を入れられるっていうと、それな
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らこれをやったらどうですかって提案してくれて、それがまた楽しいんです。 

 ですから、この間、私が計画を立てるから活動はマーティン先生が毎時間考えてくれないか

と言ったら、僕の立場でそこまでやる先生はほかでも聞いたことがないというから、そうかと

思って。もうちょっと私たちというか非常勤、担任も含めてですけれども、ＡＬＴの先生の活

動の幅が広がると、先ほど次長の懸念していた、毎時間入らなくてもいいんじゃないかと。今

私はＤＶＤを使っているんですが、逆にそのＤＶＤで映像を見せますと、ＡＬＴの先生に申し

わけないと、ここに生の外国人がいるのに何で映像で見せなきゃならないのって思う部分があ

るんです。 

 ですから、ＡＬＴと組んでやるところと、あとは幼稚園に行っているからＩＣＴ活用でやっ

たらいいという部分とが、こううまくいくなと。だから、そこは契約が必要でしたらそこを含

めて、そしてこの間キッズガイドでブライアンさんたちの指導の方法とかいつも見るんですが、

とても楽しいんです。子供たちも嬉々としてやっているんです。じゃあ瑞巌寺に行ってちゃん

と説明できるかというとすごく自信がなくなって声が出てこないんですけれども、少なくとも

そこでやっているときは楽しくできるんです。私がブライアンさんに、私がやるとよくできる

子とできない子のやはりどちらも伸ばしたいので、こちらに重心を置くとこちらが退屈するん

だけれども何かいい方法はあるかと言ったら、それはあなたのトピックスの出し方が下手なん

だって言われたら、そうっていうことだったんですが。そのようにいろいろな良さを持ってい

るんだったら、じゃああなた授業をしてみたらどうなんだって私なんか言ってみたくなるんで

すが。 

 そういうように、せっかくＡＬＴ2人いるので、今後は今の形ではなく、何かもっと任せる

部分、中学校も会話を、これは私かつてやっていた方法ですが、4時間のうち3時間はグラマー

を中心にして、受験英語みたいな、日本人の先生が中心になるけれども、1時間はもうまった

く外国人の先生を中心に会話力をつけるということを組んだこともあるので、そういう組み方

を松島は今後考えていく必要があるかって思います。 

 長くなってすみません。 

○内海教育長 

 提案ということで。 

○瀨野尾委員 

 そういう方法も今後考えてほしいです。 

 ＡＬＴの方との契約ってあるんでしょうね、これ以上使えないみたいな。あくまでもアシス

タントティーチャー、ランゲージティーチャー。アシスタントだから、そのアシスタント、ア

シストするのはどこまでかという。だって、カリキュラムを作れまでは言っていないんですか

ら。こちらがちゃんと指導案を作るんですから。ここのところは考えてくださいみたいにはで

きない。 

○内海教育長 

 じゃあ、契約の在り方については、契約の在り方っていうよりＡＬＴの使い方によって契約

を変えていくっていうのが今ちょっとありましたので、ちょっと頭に入れて今後考えていきた

いと思います。 

○櫻井町長 

 一つだけちょっと確認したいのは、ＡＬＴ今2人いるでしょう。行政というのは、ＡＬＴ2人
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入れてやると町は英語が良くなっているんだろうと簡単に思っちゃう。この間ちょっとお話し

合いをしたけれども、やはり行政、我々の立場とすれば数字がこう上がってきていますと。例

えば試験はやった、点数は毎年上がってきていますと、1点でも2点でも、そういったこともこ

の間言いましたけれども、ちょっと今気になったのは、ＡＬＴ2人の方と、それから中学校に

担任が、英語の教師3人いますということなんだけれども、その中でのこのコミュニケーショ

ンの何かはとっているんですか。 

○三浦教育次長 

 中学校の英語の教諭とＡＬＴですか。 

 中学校に関してはブライアン先生が中学校の職員室に机がありますので、常にそこでじゃあ

明日の授業をどうするかとかっていうコミュニケーションは図っております。 

○櫻井町長 

 それがブライアン先生、マーティン先生、全てのグループトーキングみたくして、どうして

いったらいいんだろうかというのはやはりやる必要があるのではないかと思います。 

 幼稚園は、例えば英語というのは遊びから入るということで多分入ったんだと思うんです。

だから、そういうことで、遊びだとテレビの影響で、グループでワーワーやるやつはみんな私

と同じように発音が悪いんです。正確でなくても多分そこに参加できるんだろうと思うんだけ

れども、一人一人じゃあ今度読書をしなさいといわれるとやれないという、多分そこに問題が

あるんだと。そこで今度教育が入るんだろうという。 

 ブライアンというかＡＬＴの、私は契約内容もちょっと確認していないんだけれども、その

辺も今度次長ちょっと確認しておいてください。 

○三浦教育次長 

 先日七ヶ浜に松島から転勤した先生とちょっと話す機会があって、七ヶ浜で英語の授業って、

ちょうど高学年の担任だったものですから。そしたら七ヶ浜の場合はＡＬＴがＴ1になってい

ますと。担任が逆に補助になっているんですということで、そういうやり方もあるんだと。つ

まり、それはそういう契約の仕方だと思うんです。 

 うちの町の場合には、あくまで教諭が授業、これは立てたもの、あるいは県の非常勤講師が

立てたものに基づいて助手をしてもらうということで勤務していただいているということです。 

○瀨野尾委員 

 質問していいですか。 

 Ｔ1をやってはいけないとなっているんですか。 

○三浦教育次長 

 それはまず特区というところが大きいんだと思います、七ヶ浜の場合は。 

○瀨野尾委員 

 そうですか。 

○佐藤委員 

 契約するときに2つありますよね、ＡＬＴの契約するときに、どことどこでしたっけ。ジェ

ットプログラムともう一つは、県から。 

○三浦教育次長 

 あとはインタラックという派遣会社を使っている自治体だったんです。 

○佐藤委員 
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 その派遣会社を使っているところで、ＡＬＴそのものが主導でやるんです。そうしないと何

かだめなような。ですから担任が、あまり力量が伸びないんです。担任のほうがＴ2になって

いるので、助手みたいな。だから、その派遣の仕方によってそこが違ってくるのかっていうふ

うに、利府はそうですよね。ですから、先生方はあまり力量が伸びない、Ｔ2なもので、ほと

んど。 

○瀨野尾委員 

 それはＴ1になったりＴ2になったり、その場面に応じて交代しているんじゃなく、常にＴ2

なんですか。 

○佐藤委員 

 何か、任せてくださいという契約だそうです。 

○瀨野尾委員 

 じゃあ、カリキュラムも全部組むんだ。 

○佐藤委員 

 いや、カリキュラムまで、こういうふうなことをというのは言うんだろうと思いますけれど

も。とにかくＴ1になる。 

 私も、あとそれでは先生がいつでも脇のほうにいるものですから、担任の先生が、どうなん

だろうって、私はそういう授業をあまり見たことがなかったので。 

○内海教育長 

 教員免許を持っていない者が教壇に立てるんですか。 

○佐藤委員 

 そこはわからないです。どういうふうに契約されているのか。 

○三浦教育次長 

 多分、いわゆるＡＬＴの先生をＴ1にするかしないかというのは、いわゆる、例えば評価者

最後の、例えば英語の外国語化になったときに、評価まで任せるのかという、そこがあったん

だと思います。多分そこは現状の学校教育法の児童の指導を司るという教諭の役目からすると、

そこまでは多分ＡＬＴには任せられないんだろうと思います。この授業を進めるリーダーシッ

プをとってもらうという意味では可能なんだとは思いますけれども、最終的には教諭あるいは

県からの講師が評価の責任を持たなければならないと思います。 

○内海教育長 

 瀨野尾先生。 

○瀨野尾委員 

 評価の件でもう一つ、学校評価の中で、例えば英語が好きですかとか、そういう単純な、英

語の時間が好きですかっていうようなアンケートをそういえばうちって見たことがあったっけ

と思ったりしたんですが、英語の時間が嫌いなんてなると、何かやはりそこから、私なんかも

常に子供がつまらなくなると私のやり方が悪いなんて反省するんですが、そういうのもやはり

意識としてこれから考えていったり、またはそのＡＬＴの話になりますが、お金を何か使わせ

て町のほうには申しわけないんですが、例えば英検2級を、去年よりも10％取得者を上げたり、

15％上げたら特別報酬を出すとか、そういう契約をしたりして、結構その数値的なものでした

ら、そういうのとかいうのも一つの契約の仕方としてあるのかとか、そんなことを思いながら

日々過ごしております。 
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○内海教育長 

 ありがとうございます。 

 ＡＬＴをどう使うかということで、契約の仕方もあるし、佐藤委員がお話したように、ＡＬ

Ｔが主になってやると教員が伸びないというようなご意見もいただいたし、契約の中に主にな

る、後ろに回るということが書いてあればどっちでもいいわけですよね。そういうようなこと

が可能なのかどうか、今町長のほうからも質疑がありましたので、次長とかあと教育委員会で

調べてみて対応していきたいと思います。 

 それから、ＡＬＴの中に数的な目標を入れて契約というようなご意見もいただきました。こ

れも可能なのかどうか吟味しながら、他市町村のほうも見ながらちょっとやっていきたいと思

っております。 

 町長のほうで、あと何かお聞きしたいようなことはございますか。 

○櫻井町長 

 先生方の端々に、32年度に向けてＡＬＴ以外のことの必要の先生方はどうするんですかとい

う、何か今日はもらったということで、それは行政側として考えなければいけないんだと。そ

れが、その言葉が補助教員なのか何なのかは別として、やはり考えていかなくてはならないの

かというふうには思います。 

 ただ、やはり現状、もう一回ゼロベースに戻して、もう一回原点に返って、今どうなんだろ

うかと確認してからのほうが、来年、再来年に向けての行政としての予算の組み方になるのか

というふうには思います。 

○内海教育長 

 瀨野尾先生。 

○瀨野尾委員 

 今ほとんど授業についての話だったんですが、特に中学校で感じますのは、今ここで学力を

ばんと上げるということは、何かとても難しいんです。英語ってどうしても日々の勤勉な学習

がないと単語を覚えられないと、全然話すことにつながっていかないし、目標を持たないと何

かこう、どうしてもいやいややっている感じなんです。 

 そういう意味では、先ほどのシャワー、サマーキャンプシャワーですか、何かこう楽しく、

ペンパルでもいいんですが、何かこうつながることによって面白いと思うものの仕掛けを小学

校のうちにやっておくことが、中学校へ興味を持っていく一つのきっかけかもしれないという

ことは感じますので。 

 もしここに、ご提案の一つの一例としてサマーキャンプの取り組みとかもありますが、もし

そういうことが実現しそうならいいことじゃないかと思います。 

○内海教育長 

 ありがとうございます。 

 どうぞ。 

○櫻井町長 

 関連して、一つだけ。 

 実は今年、子供英語ガイド、何人来るだろうかということで産業観光課の職員と心配してい

たんです。去年実は子供英語ガイドを募集したところ、定員に達しなかったんです。何とか頼

んで1名減ぐらいだったんです。今年は、そういう心配をしていたんだけれども、オーバーで



- 18 - 

来たということで、良かったということで、オーバーということは、何かそういう楽しみがあ

ってまた行こうということで、友達を誘ったり何だりして来てくれたんだろうと思うんです。 

 だから、これが例えば来年、今よりも、今年よりもまた来年増えてもらえればそれはそれで

いいと思うし、そういった何かのきっかけで子供たちが英語に特化する、かかわっていけるよ

うに、そちらはそちらでまた必要なのかというふうには思っていますので、よろしくお願いし

ます。 

○内海教育長 

 英語漬けキャンプなんですけれども、それ単独で、瀨野尾先生がおっしゃったように仕掛け

をして楽しくなるようにしながらも、人のふんどしで相撲を取るわけではございませんが、そ

のまま英語キッズガイド辺りに向かえるとか、そういうようなことも実は考えておりました。

単独で孤立させないようにして、ほかの課ですけれども、ご協力いただきながらうまくリンク

できて、町長がおっしゃるように英語が楽しいと、中学校に行っても面白いと、やろうという

感じになるようにしていきたいというのは、教育委員会で考えているところでございます。 

 ほかにございませんか。 

○佐藤委員 

 最後に、私は英語教育が楽しい町へというこのフレーズ、その中の4番目の、松島町の願い

としてはというふうに書いてありますが、私本当に松島は、日本の中でもやはりブランドの高

い町なんだということをつくづく感じているわけでございます。特に観光の町ですので、外国

人がいっぱい来る。先ほどは中国の方も多いというふうに、中国語もどうだという話も出てい

ますが、それも含めて。 

 実は、私もさっき英語をやったというふうにお話しましたけれども、この子供たちはやはり

学校では勉強するんだけれども、その実践の場というんですか、そういう場所がないんです。

塩釜というのは外国人、通過点なものですから、松島のようにいっぱいいない。そうすると、

やはり松島っていうのは、観光ガイドなんて子は、先ほど町長からありましたけれども、その

実践の場としての、観光客とネイティブな発音が、会話ができる町、そうすると力がついてい

くのかという意味で、ぜひ松島だからこそ、この英語教育を何とか充実していただきたいとい

う思いがあります。 

 私、大学時代に、先輩が将来は英語で仕事をしたいんだというので、いつでもイヤホンを使

って英語を聞いていました。じゃあ、力をつけるためにどうするか、実は俺松島に毎週、当時

土曜日仕事まだある日でしたから、日曜日に観光客がいるので、外国の方と、実践の場として

松島に言ってしゃべってくるんだ、それが実は力がつくんだという話をされていたことを、今

もずっと心に残っているんです。じゃあお前がやったかというと、俺はやらなかったんだけれ

ども。 

 そういう意味での、松島の英語教育が楽しい町づくりというのは、ぜひ進めていただきたい

と。私も楽しみにしたいと思って、期待をしたいというふうに思ってございます。 

○内海教育長 

 じゃあ、時間がまだあるんですけれども、一応ここらへんで締めていきたいと思いますが、

よろしいですか。（「はい」の声あり） 

 確認します。今ここの会議でお話があったことはグローバル化と、これかなり意識してほし

いと。あと戦略的なこと、あるいはロードマップ、これは瀨野尾先生がおっしゃったように、
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指導書のカリキュラムのシラバスと同じものだと思いますので、そこら辺を意識して、あと英

語の専科制、人事的なものということ。それから、学校は面白いものをしたときには楽しい仕

掛けをいっぱい盛り込んでほしいと。それから、ＡＬＴの契約のあり方についてとか、細かい

のも含めるとたくさんご指摘をいただきました。こういうのを基にしながら、あと町長のほう

からは人的なことについてのお話がありましたので、それも記録に残させていただきますけれ

ども、そういうことも踏まえながら、今後の英語教育の在り方について、教育委員会、あと教

育委員あるいは町長を含めて考えていきたいと思います。 

 以上で、ここら辺で議長を降りさせていただいてよろしいですか。（「はい」の声あり）は

い。 

○櫻井班長 

 ありがとうございました。 

 今出た指摘事項というか、それは次回もし可能であれば、結果を踏まえてそちらのほうも話

をさせていただいて、なおかつプラスして総合教育会議の場で議題として上げられる部分があ

れば上げるということにしたいと思います。 

 次回、一応12月ごろまでには第2回目をやりたいということなんですが、予算の関係もあり

ますので、できれば10月、11月あたりで第2回ができれば、先ほど町長が言ったように人的な

配置というか、あると思いますので、そこで開催させていただきたいと思います。 

 

 

４．閉会 

 

○櫻井班長 

 それでは、以上を持ちまして開議の一切を終了いたします。 

 本日はありがとうございました。 
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